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ＪＲ東西線　　　「大阪天満宮」下車徒歩３分
地下鉄谷町線・堺筋線「南森町」下車徒歩５分
あんじんビルの旗がはためいている黄色い建物です

  59月２３ 年平成 日 （月） 19:00～21:00日　時

場　所 さする庵
大阪市北区天満4-16-5　あんじんビル2階

（マイルドスクエア）

参加費 １，０００円

定　員 １５名（予約先着順）

予　約 お名前、ご連絡先をご記入の上

下記までお申し込みください。

哲学の言葉に心動かされる人も、遠巻きに眺めてきた人も、

参加者との対話を通して哲学者の言葉に触れてみませんか。

今回とりあげるのは神谷美恵子の『人間をみつめて』を中心とした文章です。

精神科医としての活動はもちろんのこと、ハンセン病患者の診療にあたり、

過酷な現実と向き合うなかで紡ぎ出される人間や心や苦悩の意味を問いかける言葉は、

いまなお私達を深く打つものがあります。

本を読んでいない人も持っていない人も大歓迎です。お気軽にどうぞ。

info@mild-square.com

（担当：秋田）

０６－６３５５－５１２４ （ＦＡＸ）

（メール）

（担当：桑原）http://www.cafephilo.jp/カフェフィロ： http://www.mild-square.com/さする庵：

共催：カフェフィロ　さする庵

題　 材 神谷美恵子『人間をみつめて』

紹介者 高山佳子 （大阪大学大学院生）

岡山市生まれ。精神科医。『生きがいについて』『こころの旅』『人間をみつめて』

などの著作がある。また語学の天才でもあり、

マルクス・アウレリウス『自生録』、フーコー『臨床医学の誕生』、

ヴァージニア・ウルフ『ある作家の日記』などの翻訳もおこなっている。

神谷美恵子　（ 1914-1979 ）


